
1
田
原
市
が
進
め
る
『
た
は
ら

エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
』
が
、
国
土
交
通
省
の
「
環

境
行
動
計
画
モ
デ
ル
事
業
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
省
が
環
境
保
全
の

切
り
口
に
よ
る
意
欲
的
な
取
り
組

み
を
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
公

募
し
た
も
の
で
、
田
原
市
の
先
進

性
が
認
め
ら
れ
た
形
と
な
り
ま
し

た
。（
全
国
で
20
件
・
県
内
で
３
件
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
計
画
に
基
づ
く

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
際

し
て
、
国
か
ら
交
付
金
や
規
制
緩

和
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
よ
り
効
果
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
企
画
課
5
23
局
３
５
０
７

旧
石
器
時
代
〜
弥
生
時
代
の

遺
跡
で
あ
る
『
宮
西
遺
跡
』

（
大
久
保
町
）
の
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
27
・
28
年

に
愛
知
大
学
に
よ
っ
て
初
め
て
調

査
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居

跡
・
土
器
な
ど
の
ほ
か
、
縄
文
時

代
早
期
の
土
器
が
出
土
し
た
こ
と

か
ら
、
専
門
家
の
注
目
も
高
い
も

の
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
同
地
で
の

ほ・

場
整
備
事
業
に
先
立
ち
実
施
し

た
も
の
。
地
表
１
ｍ
下
か
ら
旧
石

器
時
代
〜
縄
文
時
代
草
創
期
（
約

１
万
３
０
０
０
年
前
）
の
尖せ
ん

頭と
う

器き

な
ど
の
石
器
を
大
量
に
発
見
し
ま

し
た
。
尖
頭
器
や
地
層
の
様
子
か

ら
、
当
時
の
人
た
ち
が
川
か
池
の

安
定
し
た
れ
き
の
上
で
生
活
し
、

石
器
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像

で
き
る
ほ
か
、
渥
美
半
島
の
歴
史

の
空
白
を
埋
め
る
手
が
か
り
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出

土
し
た
石
器
は
、
東
海
地
方
に
お

け
る
こ
の
分
野
の
基
礎
的
な
資
料

と
し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
と
い

え
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課
5
23
局
３
５
３
１
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『
宮
西
遺
跡
』
を
発
掘
調
査

2

たはらエコ・ガーデンシティ構想の実現イメージ図

モデル事業は、『菜の花エコプロジェクト』『エコ・エネル
ギー導入プロジェクト』『廃棄物リサイクルプロジェクト』
『省エネルギー推進プロジェクト』のほか、都市機能や交通
網の整備により環境負荷の軽減を図る『コンパクトシティプ
ロジェクト』、汐川の浄化・海岸整備などを中心に自然環境
の保全を図る『グリーン・ネットワークプロジェクト』、環
境負荷の低減をテーマに産業の振興を図る『エコ・インダス
トリープロジェクト』の７つで構成

エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
へ
加
速

▲発掘体験する田原南部小学校の児童たち

▲上段＝右端・田原市で最も古い旧石器
時代のナイフ形石器（約１万８０００年
前）、３点・細石刃（旧石器時代）、左２
点・スクレイパー／下２段＝縄文時代草
創期～旧石器時代の尖頭器




